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企画展示｢江戸一回企画展示｢江戸一回解風実物展示』解風実物展示』物

津山景観図扉風(右隻）

【津山市指定重要文化財】

（個人蔵）

しゆうるしぬりほんこざねたくぼくいとおどしどうまるぐそくしゆうるしぬりほんこざねたくぼくいとおどしどうまるぐそく

｢朱漆塗本小札啄木糸威胴丸具足展示｣｢朱漆塗本小札啄木糸威胴丸具足展示｣漆 本 威 足県指定記念

識鴻～窪，

を開催しました。を開催しました。
塵 』

津山藩松平家の御用絵師鍬形薫斎が描いた「江戸一目図解風」の実物を展示しました。また、

｢津山景観図扉風｣、「人物略画式｣、「吉野山図」などの鍬形薫斎の作品もあわせて展示し、意斎

づくしの展覧会となりました。

また、同時開催として、甲胃｢朱漆塗本小札啄木糸威胴丸具足｣が岡山県の重要文化財に指

定されたことを記念し、展示しました。

さくら祭り・５月の大型連休期間もあり、多くの方にご来館いただき、薫斎の世界、また、甲胃

をご堪能いただきました。

一一ー 劉撫wiIh雲
朱漆塗本小札啄木糸威胴丸具足

【岡山県指定重要文化財】

（個人蔵）
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江戸一目図解風

【岡山県指定重要文化財】
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第１２４回文化財めぐり第１２４回文化財めぐり

～宮尾･領家地区の文化財をめぐる～～宮尾･領家地区の文化財をめぐる～
腿

○道の駅久米の里一宮尾遺跡・久米廃寺一藤和田神社一茶屋の一里塚一等覚寺

一八幡神社一大日古墳一道の駅久米の里(参加者15名）

』

令和４年３月１９日（土)津山

市内宮尾・領家地区の文化財

を中心にめぐりました。当日は

曇り空の肌寒い日でしたが、な

んとか雨も降らず無事に全行程

を修了しました◎宮尾遺跡と久

米廃寺(県指定史跡)は中国自

動車道の建設に伴い調査され

た遺跡で、宮尾遺跡は古代久

米郡街の役所跡、久米廃寺か

らは塑像仏(県指定重要文化

財)なども出土し地方寺院とし

ては珍しく、現地に残されていＬｌｄ､｣．多し、、・し元｣･出１－:ゎ届ご'１しＬし、 八幡神社

る塔の心礎などを興味深く見学しました。その後、藤和田神社に向かい中山造りの社殿を見学、出雲

往来を通って､等覚寺の本堂､八幡神社の社殿､美作でも最大級の方墳である大日古墳(市指定史跡）

と全行程5kmほどをめぐりました。

「

し

文化課文化振興係主催文化課文化振興係主催 河井達海展に協力しました。河井達海展に協力しました。
怪 』

３月4日(金)から３月１６日伽まで津山文化センターで河井達海展が開催されました。

大阪学芸大学(現：大阪教育大学)教授であった河井達海は、明治38年(1905）に津山市で生

まれました。今､回は平成29年にご遺族から寄贈を受けた作品を中心に出品しました。
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文化センターでの展示の様子
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資
料
紹
介

近
長
丸
山
１
号
墳
は
、
近
長
地
内
に
あ
る
古
墳

群
で
、
平
成
３
年
に
民
間
の
開
発
事
業
に
伴
い
３

基
の
古
墳
が
調
査
さ
れ
た
（
註
１
）
。
そ
の
内
１
号

墳
は
直
径
加
ｍ
の
円
墳
で
川
原
石
に
よ
る
葺
石
が

２
重
に
め
ぐ
る
。
埋
葬
施
設
は
６
基
あ
り
、
中
心

に
木
棺
が
あ
り
そ
の
周
囲
に
竪
穴
式
石
榔
、
箱
式

石
棺
、
土
器
棺
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
調
査

当
初
比
較
的
浅
い
位
置
で
竪
穴
式
石
榔
な
ど
が
検

出
さ
れ
、
中
心
部
に
は
埋
葬
施
設
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
筆
者
が
調
査
担
当
で
あ
っ
た
が
、
中
心

部
に
必
ず
埋
葬
施
設
が
あ
る
と
信
じ
て
、
墳
丘
を

掘
り
下
げ
た
結
果
、
地
表
か
ら
１
．
１
ｍ
下
で
木

棺
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
心
主
体
は

か
な
り
深
い
位
置
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

は
じ
め
に

近
長
丸
山
１
号
墳
の
埋
葬
施
設
か
ら
鏡
と
玉
と

剣
が
一
緒
に
出
土
し
、
津
山
郷
土
博
物
館
の
古
墳

時
代
の
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

い
わ
ゆ
る
古
来
よ
り
三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
、
権

威
の
象
徴
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
墳
は
直
径

別
、
程
の
円
墳
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
鏡
な
ど
一

連
の
出
土
が
見
ら
れ
特
徴
的
で
あ
る
た
め
、
出
土

品
に
つ
い
て
の
紹
介
と
、
市
内
出
土
の
鏡
と
古
墳

の
関
係
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。

ち
か
な
が
ま
る
や
ま

考
古
資
料
こ
の
一
点
③
ｌ
近
長
丸
山
‐
典
号
墳
の
鏡
・
玉
・
剣
Ｉ

鏡
（
図
１
‐
１
）

１
は
佑
製
の
内
行
花
文
鏡
で
直
径
９
ｍ
を
測
り
、

全
体
の
３
分
の
１
の
所
で
ひ
び
が
は
い
っ
て
い
る
。

５
花
文
で
紐
と
の
間
に
綾
杉
文
風
の
文
様
が
見
ら

れ
、
内
区
外
周
は
斜
行
櫛
歯
文
帯
が
め
ぐ
る
。
こ

か
る
◎
木
棺
の
北
小
口
側
に
は
川
原
石
２
個
に
よ

る
枕
石
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
枕
元
に
鏡
１
、
玉
（
勾

玉
２
．
管
玉
陥
）
、
剣
１
が
ま
と
め
て
置
か
れ
て

い
た
。
ま
た
、
枕
周
辺
が
赤
色
を
呈
し
て
い
て
、

朱
が
塗
ら
れ
て
い
た
（
写
真
１
）
。
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４

利
幸

写真１鏡・玉・剣の出土状況

、

Ｌ ・ △

の
綾
杉
文
風
の
文
様
が
見
ら
れ
る
鏡
は
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
本
例
の
よ
う
な

文
様
構
成
が
特
異
な
小
型
鏡
は
、
「
非
畿
内
系
」
と

し
て
周
辺
地
域
で
の
製
作
も
指
摘
さ
れ
る
（
註
２
）
。

玉
（
同
－
２
～
８
）

２
は
ヒ
ス
イ
製
の
勾
玉
で
Ｃ
字
形
の
中
心
も
膨

ら
ん
だ
い
わ
ゆ
る
獣
形
勾
玉
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。
長
さ
３
．
７
叫
孔
の
部
分
で
割
れ
て
い
る
。

３
は
Ｃ
字
形
で
長
さ
１
．
６
ｍ
の
ヒ
ス
イ
製
の
勾

玉
で
、
こ
れ
ら
勾
玉
は
い
ず
れ
も
緑
色
の
濃
い
部

分
が
多
く
、
良
質
の
ヒ
ス
イ
で
作
ら
れ
て
い
る
。

２
の
獣
形
勾
玉
は
、
県
内
で
２
例
程
知
ら
れ
て
お

り
、
岡
山
市
の
矢
藤
治
山
墳
丘
墓
（
図
２
‐
１
、

註
３
）
、
真
庭
市
宮
の
前
遺
跡
（
同
－
２
、
註
４
）

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
ヒ
ス
イ
製
で
、
前
者
は
中
心

の
膨
ら
み
が
方
形
、
後
者
は
膨
ら
み
が
２
箇
所
有

り
い
ず
れ
も
タ
イ
プ
が
異
な
る
。
全
国
的
に
は
弥

生
時
代
の
も
の
も
多
く
、
九
州
地
方
に
多
い
（
註

５
）
。
さ
ら
に
縄
文
時
代
か
ら
の
系
譜
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
註
６
）
。

４
～
８
は
碧
玉
製
の
管
玉
で
、
全
部
で
肥
点
あ

る
。
長
さ
は
５
．
７
～
９
．
５
ｍ
、
径
は
１
．
９
～
３
．

３
ｍ
の
範
囲
に
収
ま
り
、
１
ｍ
前
後
の
穿
孔
が
あ

る
。

剣
（
同
－
９
）

９
は
長
さ
羽
・
７
叫
刃
部
幅
２
．
５
ｍ
、
厚
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図２獣形勾玉の類例（S＝１：１）
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お
わ
り
に

近
長
丸
山
１
号
墳
の
鏡
・
玉
・
剣
の
紹
介
と
市

津
山
市
内
出
土
の
鏡
と
古
墳
に
つ
い
て

市
内
出
土
の
鏡
に
つ
い
て
は
、
本
館
の
平
成
２

年
度
の
特
別
展
図
録
「
美
作
の
鏡
と
古
墳
」
（
註
７
）

に
集
成
さ
れ
て
い
て
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
弥
生
時

代
も
含
め
、
市
内
で
旧
遺
跡
Ⅳ
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
本
例
と
日
上
天
王
山
古
墳
第
２

石
榔
（
涙
文
鏡
、
註
８
）
と
奥
の
前
古
墳
前
方
部

木
棺
（
内
行
花
文
鏡
、
註
９
）
の
３
例
が
追
加
さ
れ
、

暗
遺
跡
加
例
と
な
っ
た
（
表
１
）
。
そ
の
中
で
、
現

存
す
る
も
の
は
本
例
を
含
め
皿
例
し
か
な
く
、
そ

の
他
は
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る
も
の
は

直
径
賜
叩
以
下
の
小
型
鏡
の
み
で
、
加
叩
を
超
え

る
大
型
鏡
例
え
ば
三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
は
、
出
土

は
知
ら
れ
て
い
る
が
不
明
な
も
の
が
多
い
。
そ
の

中
で
田
邑
丸
山
２
号
墳
の
三
角
縁
神
獣
鏡
に
つ
い

て
、
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
（
註

皿
）
・
筆
者
が
同
２
号
墳
の
確
認
調
査
に
か
か
わ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
に
報
告
書
を
ま
と
め
る

に
あ
た
り
、
こ
の
写
真
を
再
掲
載
し
た
（
註
Ⅱ
）
。

市
内
で
唯
一
確
認
さ
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
波

文
帯
一
一
一
神
一
一
獣
博
山
炉
鏡
で
、
直
径
別
・
３
叫

同
苑
鏡
が
６
面
あ
る
（
註
ｕ
）
・
同
箔
鏡
の
古
墳
は
、

い
ず
れ
も
前
方
後
円
墳
な
い
し
は
加
、
以
上
釦
、

前
後
の
円
墳
で
あ
る
。

資料紹介津博2022.5Ｎｏ．１１２

６

註

さ
６
ｍ
の
鉄
剣
で
、
茎
に
は
木
質
が
残
り
そ
の
上

に
黒
漆
が
塗
ら
れ
、
赤
色
で
線
刻
さ
れ
る
が
、
残

り
が
悪
く
模
様
の
全
体
像
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

（
１
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２
「
近
長
丸
山

古
墳
群
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第

岨
集
」

（
２
）
岩
本
崇
２
０
１
８
「
銅
鏡
・
青
銅
製
品
」
『
前

期
古
墳
編
年
を
再
考
す
る
」

（
３
）
矢
藤
治
山
墳
丘
墓
発
掘
調
査
団
１
９
９
５

『
矢
藤
治
山
弥
生
墳
丘
墓
」

（
４
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
１
９
７
６
「
宮
の
前
遺

跡
二
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
ｕ
』

（
５
）
福
岡
県
吉
武
高
木
遺
跡
３
号
木
棺
、
佐
賀
県

宇
木
汲
田
遺
跡
Ｋ
旧
な
ど

（
６
）
木
下
尚
子
１
９
８
７
「
弥
生
定
形
勾
玉
考
」

『
東
ア
ジ
ア
の
考
古
学
と
歴
史
」

（
７
）
津
山
郷
土
博
物
館
１
９
９
０
「
美
作
の
鏡
と

古
墳
」
「
津
山
郷
士
博
物
館
特
別
展
図
録
第
３
冊
」

（
８
）
津
山
市
教
育
委
員
会
・
日
上
天
王
山
古
墳
発

掘
調
査
委
員
会
１
９
９
７
「
日
上
天
王
山
古
墳
」

「
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
帥
集
』

（
９
）
津
田
秀
実
２
０
２
０
「
奥
の
前
１
号
墳
」
『
新

修
津
山
市
史
資
料
編
考
古
』
津
田
秀
美
氏
に
ご
教

示
を
え
た
。

如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
良
好
な
資

料
で
あ
る
。
ま
た
、
本
鏡
は
前
述
の
よ
う
に
「
非

畿
内
系
」
と
の
指
摘
も
あ
り
、
以
前
に
美
作
地
域

の
前
期
古
墳
は
、
埴
輪
を
も
つ
盟
主
的
な
前
方
後

円
墳
と
二
重
口
縁
壷
を
も
つ
在
地
的
な
前
方
後
円

墳
な
ど
２
系
列
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
註
陥
）
。

ま
さ
に
本
墳
は
後
者
の
在
地
的
な
枠
組
の
な
か
で
、

鏡
が
配
布
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

内
出
土
の
鏡
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
。
最
後

に
鏡
と
古
墳
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

特
に
古
墳
の
墳
形
規
模
と
鏡
の
大
き
さ
の
関
係

で
言
う
と
、
本
例
の
よ
う
な
皿
叩
以
下
の
鏡
は
、

円
墳
で
は
直
径
が
加
、
以
上
の
ク
ラ
ス
の
中
心
主

体
で
、
主
に
木
棺
な
い
し
は
竪
穴
式
石
榔
か
ら
の

出
土
が
見
ら
れ
、
例
外
的
に
Ⅲ
ｍ
程
の
円
墳
の
木

棺
で
あ
る
天
満
神
社
４
号
墳
（
註
Ｂ
）
が
あ
る
。

前
方
後
円
墳
で
言
う
と
後
円
部
の
中
心
主
体
で
は

な
く
、
第
２
主
体
も
し
く
は
前
方
部
の
主
体
で
、

竪
穴
式
石
榔
や
木
棺
に
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

た
だ
例
外
的
に
奥
の
前
古
墳
や
正
仙
塚
古
墳
（
註

叫
）
の
よ
う
に
、
後
円
部
の
中
心
主
体
に
見
ら
れ

る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
古
墳
は
い
ず
れ
も

長
持
形
石
棺
が
埋
葬
施
設
で
あ
り
、
前
者
に
は
鏡

以
外
に
、
銅
鎌
、
短
甲
な
ど
副
葬
品
の
種
類
が
豊

富
で
あ
り
、
ま
た
後
者
は
複
数
の
鏡
で
あ
る
事
か

ら
、
大
き
さ
の
ほ
か
に
鏡
の
数
や
副
葬
品
の
種
類

と
の
関
連
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
の
大
形
鏡
は
、
類

例
は
少
な
い
が
前
方
後
円
（
方
）
墳
の
中
心
主
体

の
竪
穴
式
石
榔
に
見
ら
れ
、
美
作
地
域
で
は
、
鏡

野
町
郷
観
音
山
古
墳
（
註
店
）
が
あ
り
、
複
数
の

鏡
が
埋
納
さ
れ
る
。
そ
の
事
か
ら
鏡
の
大
き
さ
や

数
、
墳
形
に
よ
る
序
列
が
あ
っ
た
事
が
窺
え
、
鏡

に
は
色
々
な
形
式
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
違
い
と

言
う
よ
り
、
大
き
さ
や
数
に
重
き
が
お
か
れ
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
鏡
に
玉
、
剣
が
加
わ
る
こ
と
が

さ
ら
な
る
威
信
財
と
な
り
、
前
方
後
円
墳
の
み
な

ら
ず
本
例
の
よ
う
な
円
墳
に
も
、
こ
れ
ら
序
列
が



（
皿
）
今
井
尭
１
９
７
２
「
原
始
社
会
か
ら
古
代
国

家
の
成
立
へ
」
『
津
山
市
史
第
１
巻
原
始
・
古
代
』

津
山
市

（
Ⅱ
）
津
山
市
土
地
開
発
公
社
・
津
山
市
教
育
委
員

会
２
０
０
０
「
田
邑
丸
山
古
墳
群
ほ
か
」
『
津
山
市

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
印
集
』

（
ｇ
掛
迫
第
６
号
墳
（
広
島
県
、
円
墳
？
・
お
ｍ
）
、

阿
保
親
王
塚
古
墳
（
兵
庫
県
、
現
状
は
円
墳
・
茄

巴
、
佐
味
田
宝
塚
古
墳
（
奈
良
県
、
前
方
後
円
墳
．

１
１
１
．
５
ｍ
）
、
佐
昧
田
貝
吹
山
古
墳
（
奈
良
県
、

現
状
は
円
墳
・
釦
、
）
、
円
満
寺
古
墳
（
岐
阜
県
、

前
方
後
円
墳
・
印
、
）
、
不
明
（
京
都
国
立
博
物
館

蔵
）
が
あ
る
。

岡
村
秀
典
ほ
か
１
９
８
９
「
椿
井
大
塚
山
古
墳
と

三
角
縁
神
獣
鏡
』
京
都
大
学
文
学
部

（
旧
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
１
９
７
５
「
天
神
原
遺

跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
７
』

（
卿
）
ａ
高
橋
健
自
・
後
藤
守
－
１
９
２
６
『
漢
式

鏡
』
、
ｂ
梅
原
末
治
１
９
５
２
「
岡
山
県
下
の
古
墳

発
見
の
古
鏡
」
『
吉
備
考
古
第
記
号
」

（
巧
）
註
（
７
）
、
梅
原
末
治
１
９
３
８
「
美
作
郷
村

観
音
山
古
墳
」
『
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
』
日
本

古
文
化
研
究
所

（
肥
）
小
郷
利
幸
２
０
２
１
「
考
古
資
料
こ
の
一
点

②
日
上
天
王
山
古
墳
の
二
重
口
縁
壷
」
「
津
博
肋
１

０
９
』

表
１
註

①
註
（
１
）

②
註
（
Ｂ
）

③
註
（
７
）
、
本
村
豪
章
１
９
８
０
「
古
墳
時
代
の

基
礎
研
究
稿
－
資
料
篇
（
１
）
－
」
『
東
京
国
立
博

資 料紹介 津博２０２２．５Ｎｏ．１－１２

表１津山市内出十冒鏡一覧

物
館
紀
要
第
脆
号
』

④
註
（
７
）
津
山
市
教
育
委
員
会

２
０
０
７
「
日
上
畝
山
古
墳
群

Ⅱ
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
第
氾
集
」

⑤
註
（
皿
）

⑥
本
村
豪
章
１
９
７
４
「
美
作
・

津
山
市
兼
田
丸
山
古
墳
出
土
遺

物
の
研
究
旨
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
恥
２

８
５
』

⑦
秋
久
秀
二
郎
１
９
０
０
「
岡

山
懸
下
勝
田
郡
国
分
寺
附
近
探

捻
の
記
畠
考
古
第
１
編
第
６
誌
」

⑧
註
（
脚
）
ａ
ｂ

⑨
註
（
卿
）
ｂ

⑩
註
（
Ⅲ
）
、
津
山
市
教
育
委
員

会
１
９
８
３
『
津
山
の
文
化
財
』

⑪
御
船
恭
平
１
９
５
９
「
美
作

に
お
け
る
弥
生
時
代
の
墳
墓
に

つ
い
て
重
古
代
学
研
究
第
皿
・

塑
号
』
古
代
学
研
究
会

⑫
註
（
Ⅱ
）

⑬
註
（
７
）
（
９
）

⑭
註
（
９
）

⑮
岡
山
県
教
育
委
員
会
１
９
７

９
「
久
米
三
成
４
号
墳
」
『
岡
山

県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

釦
』

⑯
註
（
８
）

７

NOL

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

1２

1３

1４

陽
1７

1８

1９

2０

古墳名

近長丸山1号墳

天満神社4号墳

根山1号墳

日上畝山58号境

河面丸山1号墳

兼田丸山古墳

(畝山）

正仙塚古境

正仙塚古墳

樋ノ内：

下道山遺跡

田邑丸山1号墳

田邑丸山2号墳

田邑丸山2号境

田邑丸山2号墳

田邑丸山2号墳

奥の前1号墳

奥の前1号墳

久米三成4号境

日上天王山古墳

池南遺跡

境形・規模

円墳(20）

円填(8)

円墳(１５）

前方後円演(32）

方墳(24）

円墳？

前方後円墳(56）

前方後円墳(56）

円墳(36）

前方後方墳(40）

前方後方墳(40）

帥方後方墳(40）

前方後方墳(40）

前方後円墳(68）

前方後円填(68）

前方後方墳(35）

前方機円墳(56.9）

埋葬施設

木棺

木棺

箱式石棺

竪穴式石榔？

箱式石棺

箱式石棺

長持形石棺

長持形石棺

竪穴式石榔

竪穴式石榔

竪穴式石榔

竪穴式石榔

竪穴式石榔

長持形石棺

木棺(前方部）

箱式石棺

第２竪穴式石榔

鏡形式

内行花文鏡

方格規矩鏡

変形獣形鏡

五獣鏡

不明

四獣鏡

不明

四獣鏡

半円方形帯神獣鏡

鋸歯文鏡

内行花文鏡

乳文鏡

三角縁神獣鏡

不明

不明

不明

内行花文鏡

内行花文鏡

四獣鏡

涙文鏡

面径(c､）

９

９．１

９

1５．２

8.1

1０

1１．８

8.4

9.5

9.8

2３．３

1０．１

７．５

1２

７．９

備考

本館展示

本館蔵

東京国立博物館蔵(21066）

所在不明、旧80号墳

所在不明

東京国立博物館蔵(6064）

所在不明

所在不明

所在不明

工事中に発見、本館蔵

弥生境墓で採集、所在不明

東京国立博物館蔵(21031）

個人蔵(所在未確認）

所在不明

所在不明

所在不明

個人蔵、津山市指定重要文化財

奥の前1号城発掘調査団保管

久米歴史民俗盗料館展示

津山弥生の里文化財センター蔵

註

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑫

⑫

⑫

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯



◆広報活動

●特別展図録｢博学弁才無双津山藩主松平康哉(仮)」の刊行

●津山松平藩町奉行日記２９の刊行

④令和３年度年報の刊行

お知らせ津博２０２２．５Ｎｏ．1１２

勺
４
．

●
ｏ

ｒ
卜
Ｌ

博物館だより｢つはく」
Ｎｏ－１１２令和４年５月3-1日

、/~－‐

ノ

●古文書講座全９回

●歴史講座全９回

●夏休み子供歴史講座

●文化財めぐり（友の会）

５月１４日、１１月、３月

※新型コロナウイルスの影響で変更する可能性があります。
詳細は決定次第ホームページなどに掲載いたします。

●特別展・企画展など

癖湾
[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt､nejp

[ 印刷］有限会社弘文社

●企画展示｢江戸一目図解風実物展示」

同時開催「県指定記念朱漆塗本小札啄木糸威胴丸具足展示」

〈会期>４月１日燭～５月８日旧）

●ミニ企画展｢庄野ヒカル(仮)」

〈会期〉６月１８日出～７月３１日(副

●ミニ企画展｢世界の布Ⅲ(仮)」

〈会期＞８月６日(士)～９月１１日（日）

●特別展｢博学弁才無双津山藩主松平康哉(仮)」

〈会期＞１０月２９日㈹～１２月１８日（日）

この他にもさまざまな企画展を開催する予定です。

◆出版

L‐

鎧は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

龍

●博物館だより「津博」

Ｎｏｌｌ２：５月ＮＱ１１３：８月ＮＱ１１４：１１月ＮＱ１１５：２月

◆教育普及活動

入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日)･その他

[入館料］一般…300円(30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生…200円(30人以上の団体の場合160円）

65歳以上…200円(30人以上の団体の場合160円）

中学生以下・障害者手帳を提示された方は入館料が無料です


